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C.C'OP一'蘭

OPAC航海に'参加して

奥田義久(海洋地質部)

�獨楢楳���

1.緒言

昭和54年9月24目から10月1目までの間国連の専門

機関であるUNDP(UNITEDNATIONSDEVELOP-

���ぇ���方千���丰��乄

������卉低��卉�乄呈���

��生捏倨�����剣�剄���丰�

JOINTPROSPECTINGFORMINERAしRESOURCES)

穴佐����呉�呉ぎう�久��ご��

TI糺OFTHESOUTHPACIFIC)の第8回会合力ミフ

イｰジｰ(Fiji)のスバ(Suva)において開催された.

同会合において決定されたSOPACの活動方針の中に

石油･深海底マンガン団塊の基礎探査を含む海底地質調

査が含まれている.SOPACにおけるわが国のTAG

(TECHNICALADVISORYGROUP)の一員としての

立場から筆者は海外協力事業団の委嘱を受け海洋調

査の専門家として前述の海底地質調査航海の一部に派

遣された.本稿では筆者の参加したテスト航海･ト

ンガ(T･ng･)南方海域エアガン調査航海およびサモア

(S･m･･)周辺海域における採泥･エアガン調査航海の内

容を主体にしてSOPACの活動の概要について紹介す

る.

2.出港まで

筆者は昭和54年10月15目に成田空港から出発しシド

ニｰキングスフォｰド空港･ナンディｰ国際空港を経由

して翌10月16日夕方SOPAC事務局のあるフィｰジ

ｰ国の首都スバに到着した.空港にはSOPAC事務

局のスタッフである海洋地質学者DLJohnHALUN酬氏

が出迎えに来てくれ同氏の車でSuva市内のホテルに

着いた.最初の予定では10月17目に出港の予定であっ

たカミ輸入調査機材の到着の遅れ特殊部品調達の困難

さなどの理由により出港の予定はメドが立たないこと

をDLHA㎜N酬氏に告げられた.したがって出港

準備のためしぱらくスバに滞在することとなった.

(A)フィｰジｰ共和国について

フィｰジｰ共和国は首都スバおよび国際空港のある

ナンディｰ(Nadi現地語ではNadiと書いてナンディｰ

と発音することに注意)のあるビチ･レブ(VitiLevu)高

およびいまだ未開発の状態にあるバヌア･レブ(Vanua

L･vu)島を主体に大小320余りの島からなる.面積は

7096mi1es2で日本の四国よりやや広い.人口は約55

万人で人口構成は約27万人がインド人で(1879年以来砂

糖栽培のため来島したインド人の子孫が増えたことによる)過

半数を占めポリネシア人とメラネシア人の混血である

フィｰジｰ人(Fiji･n)が約23万人で残りはポリネシ

ア人･中国人･西洋人などが住んでいる.

ビチ･レブ島の地質は第三紀始新世以降の堆積岩･

火山岩･貫入火成岩よりたり地層は大別すると3分さ

れて下位よりWainima1aGroup･SuvaGroup･

MbaGroupと名付けられておりスバの空港から市内

に到る道路には丘陵の間にみえるSuvaGroupの石灰岩

(中新世～鮮新世)がしばしば認められた.

同国においては現在沿岸の石油探査が重大な関心事

である.10月29目の現地の新聞“SundayTi皿es"に

よればBua,Ba,theYasawaの間でWestemGeophγ

sica-C0.(米国の石油探査会社)の地震探鉱船(W｡｡t.m

I･1･nd･･)が石油の探査を実施しており早ければ1980

年には探掘井を掘るという記事が2面にわたって出てお

り最後にフィｰジｰの石油の自給ならびに日本からの

借款に期待するとの政治家の談話も載せられていた.

政府のDepartmentofMinera1ResourcesのVice

DirectOrに会って話を聞くと堆積層の厚さは最大6,000

m以上で地温勾配は85.C/kmで探鉱層準は中新統～

鮮新統である.Rese工voirは陸上で認められるCora1

hmeStOneで根源岩は化学分析はしていないものの泥

岩の発達に期待しているとのことである.

(巫)SOPAC事務局について

10月17日朝スバ市郊外の高級住宅街そばのMead

StreetにあるSOPAC事務局を訪間した.SOPAC

事務局はフィｰジｰ国の鉱物資源部(D.p｡･tm.nt.f

Min｡｡｡1R｡｡｡u｡｡｡｡)の敷地内にありもとの倉庫を改造

して事務所にしている.現在新しい建物を建築中であ

る.元ハワイ大学に所属していた海洋地質学者Dr.

JohnH蛆U畑N氏を筆頭に総勢9名の職員が働いてい

る.内訳は米英仏からの海洋地質学者各1名米国

人電気技師1名フィｰジｰ人技術者1名女性秘書4�



一17一

名(米国人2名･中国人およびフィｰジｰ人各1名)である.

昨年10月時点での女性秘書を除く職員紹介を第1表に示

した.

(C)調査船皿a6h亘舳号について

10月17日午後よりスバ市郊外のFisheryJettyに係

留しているMachias号(写真1)にて出港準備に取りか

かった.Machias号はハワイのOceanCharterInc.

の所有船で総トン数35t純トン数18tのヨット型鋼船

で90馬力のエンジンを備えている.最大定員は45

名の乗客と6名の船員であるがSOPACの調査期聞中

は4名の船員で24時間の稼動をしている.船員の内訳

は船長･一等航海士･機関士･コック兼甲板員であり

全員米国人である.本船は54年9月から55年6月まで

SOPACによりチャｰタｰされている.観測に関係す

る装備としては10,000mウィンチおよび発電機のみが

搭載されている.測位装置はレｰダｰのみが装備され

ている.

(皿)観測機器について

10月17目から10月29までの間SOPAC職員よび船員

とともに観測機器の搭載･蟻装･調整を行った.装

置の大半はSOPAC所有の装置であるが一部はフィｰ

ジｰ国のDepartmentofM1neralResources所有の装

置を借用した.搭載した装置は地層探査機･エアガ

ン観測装置一式･人工衛星位置観測装置一式･XBT･

ドレッジャｰ･サンゴドレッジャｰ･自由落下カメラ･

自由落下サンプラｰ柱とである.主要な観測装置一覧

を第2表に示した.

(週)調査準備

エアガンに関してはコンプレッサｰの蟻装及び配管

が極めて大仕事であったコンプレッサｰは英国製の

写真1調査船Machias号(トンガ国メクアロファ港にて撮影)

第1表SOPAC事務局職員(女性秘書を除く)

氏名�国籍�専門分野�役職

Dr,JohnH肌UNEN�米�海洋地質�P正｡jectManager

Dr,GaussA.GARRY�英�海洋土木地質�Scientist

Dr.M.CJoUANNIc�仏�海洋地質�〃

Mr.BuzzSAPH0RE�米�電気�Tec11nician

Mr.PatresioFUATム�フィｰジｰ�海洋調査技術�Technician

���(昭和54年10月現在)

P正｡]ectManager

(昭和54年10月現在)

ディｰゼルエンジンを動力とした3段コンプレッサｰで

冷却方式は自動車のラジエｰタｰと同様な方式である.

まずはじめに架台を甲板上に熔接しエンジン部および

コンプレッサｰ部に分けて架台仁取り付けを行いその

外側に厚手のベニヤ板と鉄柱のフレｰムで防波箱を作り

さらに操作に必要な場所に操作窓を作成する.また

コンプレッサｰの出力に操作弁･圧力調整弁･逆流防止

弁等を据え付ける作業を行ったが高圧用管継手等の部

品調達がフィｰジｰでは難しかったため出港直前まで

コンプレッサｰの調整を行った.

またNNSSに関してはアンテナの据付配線等の作

写真2Machias号内の研究室

写真3艦装中のコンプレッサｰ(顔を出しているのは船長の

Wi11iaζdD0NA㎜AUsTIN)�



一18一

業がありまた地層探査機については送受波器の船底取

り付け等の作業が大仕事であった.出港準備は10月

26日にほぼ終了し一度は10月27目に出港予定をセット

したがあいにく暴風雨注意報が出たために出港を延期

して10月29日朝FisheryJettyを出港した.

2.テスト航海

10月29目午前9時30分トンガ(T･ng･)国ヌクアロファ

(Nu}uA1.f｡)に向けて出港し調査航海が始まった.

筆者の参加した航海の概要を第3表に示した.天候は

晴れていたが風は強く波も高いため乗船員は船員も

含めて全員が船酔い状態に怒った.スバ港外で曳航機

器類セットの後正午より地層探査機の観測を開始した.

結果は3.5蛆･の送受波器に故障があり以後は7kH･

で観測を行うこととした.筆者のワッチは4-8ワッ

チであった.!0月31目正午よりエアガンテストを行っ

た.時間が十分になかったためテストを完全に終了

することができなかったがコンプレッサｰおよびエア

ガンの発震系の調整は完了した.受信系には問題があ

ったもののDr-H虹UN酬氏の判断で観測可能と判断し

翌11月1目午前9時にトンガ国ヌクアロファ港に入港

した.

3.トンガ海域調査

(a)トンガ王国の国情

トンガ王国は南緯15｡～23.5｡西経173｡～177｡に位置

し目付変更線のすぐ西側にあるため世界で最も時間

の早い国すなわち“目の出ずる国"として知られている.

トンガ王国は大小169の島々から構成されこれらの島

々はトンガタブｰ(Tongatapu)およびエア('EuA)島

群･ノ･アバイ(H｡'｡p.i)島群･ババウ(V.v｡'u)島樽

である.人口は約92,000でそのうち61,000人が首都

ヌクアロファのあるトンガタブｰ島に住んでいる.ト

写真4FUIζム氏(左)と共に

ンガ国民はポリネシア人でキリスト教を国教とし政

策の上からインド人は3か月以上滞在できないなどの規

制を行っており南太平洋の島ではめずらしく混血人が

少ない.

トィガ国の地質資料は同国調査によるものは殆んど

ない.同国のDepartmentofMinera1Resourcesの

スタッフは2名で1名は現在ニュｰジｰランドの大学

に留学中である.ユァ島では始新世の石灰岩の存在が

知られるがトンガタブｰ島の表面の礁性石灰岩の下に

は火山性の深海相を示す中新統～鮮新統が知られてい

る.筆者の観察ではトンガ諸島の東部のサンゴ礁の

基盤は石灰岩･泥岩･凝灰岩の互層がスランピングな

どの堆積構造を示す露頭として認められ西部の島には

火山島の地形を示すものが多いように思われる.

トンガタブｰ島の南方海域ではWestemGeophy-

sica1C0.のマルチチャンネルによる地震探鉱調査がSO

PAC航海の直後になされる予定であり同国の機関の

一つであるLand&Surveyのスタッフも参加の予定

であり同国の石油探査への意欲が感じられた.

また1978年3月にヌクアロファで大地震が起こり

ヌクアロファ港の旧岸壁が崩壊した.これの筆者の観

察によると岸壁が東西方向に発達する活断層上にある

ものと考えられ同断層の延長方向の海底には顕著な

海段地形が認められる.

(b)トンガ南方海域エアガン調査

11月1目トンガ国ヌクアロファ港入港後Dr.HA-

LUNEN氏DLGaussA.G畑町氏は下船し筆者と

M工.BuzzSAP亘0RE氏がMachias号に残った.ヌク

アロファにて食料燃料水の補給を行い11月2目8

時にヌクアロファ港を出港した.トンガ王国からの研

修生はLand&SurveryのDepartmentofMineエa1

ResourcesのStaffであるMr.FUKA氏が出港直前に

来航した.同氏は昨年の白嶺丸GH79-1航海に乗船し

ておりカタコトの日本語を覚えていた.

同目!6時30分よりエアガン調査に入ったカミハイドロ

フォンおよびプリアンプに故障が起こり翌日0時30分

ヌクアロファ港に戻ることを決定午前8時にヌクアロ

ファ港に再入港した.SOPAC事務局からの指示によ

りフィｰジｰから航空便で送られる代替プリアンプの到

着を待つこととした.11月4目はエアガンをオｰバｰ

ホｰノレし11月5目は待機し11月6目プリアンプ到着

後直ちに出港同目18時よりエアガン調査に入った.

しけのためFUKA氏は船酔いのためのワッチに立てず

彼は最後まで床についたままであった.筆者とMr.

SAP亘0RE氏はデｰタをトンガ国に渡す必要があるため�
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6時間ワッチを組み11月15目の入港まで観測を続けた.

しかしエアガンのオｰバｰホｰルは筆者のみしかできな

いためにエアガンのオｰバｰホｰルのある日の睡眠時

間は2～3時間であった.海がシケたこともあって

10日間のエアガン航海はかなり苦痛であった.10日間

の調査で得られた側線図を第1図に示した.11月15目

にヌクアロファ港に入港翌16目に出港の予定であった

が出国手続が遅れ11月17目にヌクアロファ港に出港

した.

(c)トンガ海嶺上のエアガン記録

トンガ王国ではSOPAC航海のエアガン記録をCOn-

tidentia1扱いにしている(DLHAL･･酬氏の私信による)

ため詳述することはできないが簡単にその概要を紹

介する.

トンガ海嶺上には1･2秒程度の堆積層がほぼ水深

2,000m位の所まで水平に堆積しており多くの正断層

により現世の堆積層まで切られていることが特徴的であ

る.周辺の地算から類推するとこれらの堆積層の時

代はほぼ中新世後期以降と推察される.これらの堆積

層の基盤についての情報はほとんど得られていなかった

がトンガ海嶺西部には上記堆積層を貫く火成岩の存

在が推察される.本航海で得られた記録器上の記録例

を写真に示した.

4トンガｰサモア移動航海

11月17目12時に出国手続完了し15時半ヌクアロファ

港を出港した.出港後地層探査機(7肥｡)の観測を

1Mr.Saphore氏と交代で行った.本航海中は帆走し

翌18日夜時間調整ならびに船員休息のためのババウ

(Vavau)島ネイアフ港に入港港内アンカｰで停泊し

た.翌19目ネイアフ港を出港一路西サモアのアピア

に向け帆走目付変更線を越えサモア時間で11月21目

(トンガ時間11月22目)早朝アピア港に入港した.この

間地層探査機(7kH｡)による観測を6時間ワッチで継続

した.アピア入港の前日船尾より曳航していた釣り

糸にシイラがかかり筆者が刺身料理をつくり船員に

ごちそうしたところ喜ばれた.

5.サモア周辺海域調査

(a)西サモアの国情

西サモア(WestemS･mo｡)は首都アピア(Api｡)の

あるウポｰノレ(Upo1u)高およびその西側のサバイッイ

(S｡マ｡ii)島の2大島を中心として玄武岩熔岩を主体とし

た9つの火山島からなる.人口約15万人面積は2,842

ヒm-2で1962年にポリネシア最初の独立国となった.

��㌰��㌰��㌰�

第1図トンガ周辺海域におけるエアガン観測航跡図
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首都アピアにはキリスト教の教会が海岸通りに並び

日曜日には多くの人々が教会のミサに参拝する.アピ

アの街には欧米人との混血が極めて多く約10%近く

の人間に金髪の混りが認められる.一方サバイッイ

島のアサウ(A･･u)などの村では純粋のポリネシア人

力ミマスタｰ(曾長)を中心に部落的な生活をしている.

昼間はおとなしい民族であるが夜間には一斉夜襲があ

りサモア人でも夜間外出カミできない程原始的恋側面カミ

アサウなどの村で感じられた.新聞は週刊でトップ記

事はプロレス･ボクシングの話題で埋められている.

香港からの空手映画も人気があることに代表されるよう

に戦闘的な国民性が感じられた.

(b)サモア周辺海域調査

11月21目Machias号がアピア港に入港するとアピ

ア観測所(APi･Ob･･v･t･･y)の職員FG.H.M蛆肌週

氏が出迎えに来ていた.アピア観測所は気象･地震

および地下水の観測を行う政府機関である.翌22目に

調査準備を行い23目午前9時アピア港を出港した.

酉サモアからの研修員はF.G.H.M肌肌E氏および

Pesa狐inoTDム蛆皿氏である.PesaminoTUAM工NI氏

はMachias号に2度目ρ乗船である･24目エアガン

観測中プリアンプが故障したためサバイッイ島のサレロ

ロンガ港に入港しSOPAC事務局の指示を求めた.�
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第2図サモア周辺海域におけるエアガン航跡図

その結果部品を航空便で送るとのことで待機する間の

プログラムを変更しサレロロンガ港の水深測量実習に

切り換えた.25目および26目の2日間サレロロンガ港

の水深測量をゴムボｰトを使用して行い27目および28

目の2日間はサバイッイ島西部の材木積出港アサウ港

の水深測量を行なった.11月29目アピア港に入港し

11月30目および12月1目にプリアンプおよびノ･イドロ

フォンを修理ここで約1か月仕事を共にしたMr･S如

亘｡A胴氏に別れを告げた.翌12月2目交代で乗船して

きた英国人Dr.GaussんG畑RY氏およびPesamin0

TUAMINI氏の交代で乗船してきた研修員Mr.SapaSAI肚

珊UPALU氏と共に再度エアガン観測に入り12月6目

までエアガン観測を行った.この間記録の得られた側

線図を第2図に示した.

12月6日夜から

自由落下サンプラｰ

及びカメラを主体と

した採泥作業に移っ

た.採泥作業はエ

アガン調査のように

電気および高圧知識

のような特殊な専門

知識を必要としない

せいかサモア人の

研修員が急に元気に

なり重錘の取り付

け･揚収等の必要な

作業については我

女を押しのけて積極

的に作業をするよう

になった.体重は

100たgを越える体格

をしておりサンプ

ラｰのおもりなどは

我々とは違って小指1本で持ち上げる力を持っている.

方向探知器が故障しているため自由落下サンプラｰお

よびカメラの発見が難しかったがかなりの成果が得ら

れた.

12月10目午後サイクロンのため荒天となり調査を中

止してアメリカンサモアのパンゴパンゴ(PagoPago)

に向かった.パンゴパンゴで給油･給水および食料補

給を行った後12月14目パンゴパンゴを出港し採泥作

業を継続した.

!2月15目にサンゴドレッジ中ワイヤｰが切れる事故カミ

あったものの概ね順調に作業は進行し12月22目まで

に第4表に示した採泥結果を得ることができた.

12月23目にアピア港に入港し調査機器の整備および

サンプルの整理梱包及び発送を行った.12月24目の

クリスマスイブにMachias号に別れを告げアピア市

内のホテルに移動した.

(c)サモア周辺調査結果の概要

サモア周辺海域のエアガン調査結果を見るとサモア

諸島の周辺海域には厚い堆積層は存在しない｡記録の

上では火成岩と思われる基盤の地形を埋める形で薄い

堆積層が被覆するだけで興味深い結果は余り認められ

なかった.

自由落下サンプラｰの結果では多くの岩石一マンガン

団塊が得られなたが岩片はほとんど玄武岩質であり

ま定マンガン団塊の核には玄武岩又は凝灰岩が多い.

写真5エァガ･ン記録例�
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主要搭載観測装置一'覧

観測項目

地層探査機

エアガン

乎卓

��

自由落下カメラ

自由落下クラブサンプラｰ

機器

送受信器

記録器

;イリド;∵;/

発震園路

エア･ガン

二ζ､二二ニニ/

フィルタｰ

シンクロスコｰプ

ラインプリンタｰ

本体

カメラ

製造会社

剡��潮

��

/l:鴛帥/

����

Bo1tCo､

/鴛:㌃㌧､､､/

��中��

岩崎通信機

�杮慶潸

��

SipcanCo､

��歯�

��偕匀

��歯�

�������

����　

����浥爀

�

����

��

�〰�っ畢楣楮捨�

浯���

浯���　

卓㌱〰��桲���

M叉1102NV

�����㌰
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第3表

調査航海の概要

���調査準備テス/航海トンガ海域調査サモアヘ移動サモア海域調査�

月����

日��%鬼%%%��%%垢垢兇%

�Dr･JohnHALUNEN(米)国���11

参�Dr.GaussAGARRY(英)連���一1

�Mr.BuzzSAPH0RE(米)耳哉���1

�口���

�Mr.PatresioFUATA(ζ二)員���:

加�Mr.FUKA(トンガ)研���=

���

�M･･F･G且M･･…(聾)修���

�MLSapuSAIFALEUP0LU(〃)���II

者�目���

�M･R･…i･･T…11(･)一員���言

�奥田義久(日)天=���=

���

寄����

港����

地���兵(係留)∴l11享ξギξアァァフヵコ�

観�エアガン���1

測�地層探査(7kH･)���ll

項�港湾調査���11

目����llll

�採泥���1111�
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ある軒丸瓦の完形が一点出土したことから奈良時代前

期の遺構と考えられ近くの法隆寺や法起寺の瓦を製造

していたようである.歌姫瓦窯跡は全長ム2mの平窯

で確認された6基のうち1基が完形で残されている.

昭末口28年に発掘調査された際発見された平瓦丸瓦が

平城宮出土の古瓦と共通性があり平城宮造営瓦窯と推

測されている.

寺院の木造建築物としては世界最大の偉容を誇る大

仏殿で名高い東大寺(奈良市)は聖武天皇の勅願により

宝亀末頃(780年噴)完成した.東大寺の造営は造東

ヅウガシヨ

大寺司狂る役所が掌り造瓦所(瓦屋)が工房の一施設

として付属していた.造瓦所は2カ所付置され2人

の別当(長官)のほかに将領(監督)2人瓦工8人仕

丁(人夫)約18人の機構であったらしい.国の総力を

挙げた東大寺の造営には移しい民衆が徴用されその夫

役と寄進に負うところがあまりにも大きかったため律

令国家の衰退と国家経済の疲弊を招く一因ともなったの

である.東大寺はその後の焼討再建復興荒廃補

修改築の盛衰興亡を繰り返し現在に至っている.

昭和48年から始まった東大寺大仏殿の昭和大修理は

屋根の葺替だけで5年付帯工事も含めると7年の歳月

を賞して昭和55年春に全工事を終了する.総工費は約

50億円で総面積約7600m2の大屋根に葺かれる平瓦1枚

は長径55cm幅47～43cm重量16kgで座布団大のキ

ングサイズである.この瓦は約63,000枚使用され長

径55cmの丸瓦は約27,000枚を使用下層屋根の瓦と合

算すると二層の屋根に使った瓦の総数は109,407枚とな

りまさに世界一の木造建築物である(写真4).

このように奈良県の製瓦吏を振り返ってみるとそれ

は日本の粘土瓦製造の創始として位置づけられ常に神

社仏閣の造営とともに歩んできたことがわかる.その

歩みは現代にも引き継がれ今や奈良県下で製造された

社寺瓦(特殊瓦)は日本全国はもとより海外の一部へも

搬出されている.

1.2大阪麻の製瓦の沿革

百済から奈良県にもたらされた製瓦技法は大阪府下

の堺や泉州地方にも伝えられた.堺市和泉市祖どか

らは飛鳥～鎌倉時代の仏寺古瓦が貝塚市の廃寺跡など

からは奈良～室町末期の古瓦がまた泉南地方では鎌

倉時代以降の仏寺古瓦が数多く出土している.聖徳太

子建立の四天王寺(大阪市)は飛鳥時代の創建であるカミ

南大門跡では平瓦で囲まれた遺構が発見されている.

一方瓦窯跡も各地で発掘確認されている.吹田

市岸部の千里丘陵には東西200皿の丘陵斜面上に平窯

9基登窯4基その他の古窯3基が確認発掘調査さ

れ現在は史跡公園として整備されている･この瓦窯

は平安時代前期に平安京(京都市794～1868年)の緑

粕瓦などを焼いたらしい(写真5).

安土･桃山時代には和歌山県粉河の寺島三郎左衛門

カミ大阪の天王寺に来て製瓦業を営み豊臣家の御用瓦師

を勤める.その後代々寺島氏は徳川家の特権的御用

瓦師となり大阪落城後には徳川家より現在の大阪市南

区瓦星町一帯に15!,800m2の土地を拝領し製瓦工場

や土取場を設けていた(第2図).ここで製造された瓦

は｢高津瓦｣と呼ばれた.寺島氏は尼ケ崎氏山村氏

とともに大阪3町人の1人でその屋敷は瓦屋町瓦屋橋

写真3小屋掛で保存されている額田部窯跡の火床部(大和郡111市･昭和4年4

月2日史跡指定)この瓦窯跡からは平瓦丸瓦などの古瓦が出上した

ことで鎌倉持伐の遺構と推察されている

写真4東大寺大仏殿昭和大修理用鬼瓦(奈良11i

瓦手工薬所製{乍)高さ1.3m幅1.65m

重量450㎏�
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自由落下サンプラｰ･カメラについてはSOPAC方

式には無謀な点があり下記の点で問題があった.

①方向探知器の故障のため回収率が下った次回以降方

向探知器の整備カミ重要な課題である

②カメラについてはストロボ用の高電圧回路が不安定であ

り今後改良を要する

③甲板止の投入･揚収作業の方法について改善を必要とする.

④鈍りに対するSOPAC職員の認識が低く事故率が高かっ

たが十分な量および質の良い鈍りを十分用意することが

必要であろう

最後に全体的にいえることは海洋調査機器はすべ

て米国等の先進国からの輸入品で部品の調達カミ現地で

は非常に困難である.このために調査日数のロスが多

かった.正しい機器の操作法を指導することにより

機器故障の回数も減り調査効率も高められるわけで

米国･日本をはじめとする先進国の技術者･科学者の指

導が今後益々必要となろう.�


